
うち当該年度の森林環境譲与

税（千円）

うち基金取崩額（千

円）
うち他の財源（千円）

林業専門人材育成・活用事業 委託料 2,036 2,036 0
広葉樹施業に関する専門家より、通年指導助

言を受けるアドバイザリー契約を締結
1名契約

森林集約化及び境界明確化推進事業 委託料 3,063 3,063 0

飛騨市森林集約化協議会に対する委託契約

（集約化・意向調査・境界明確化事業の実

施）

意向調査実施面積　A=64.72ha

高度林業技術確立支援事業 委託料 99 99 0
林業事業体を対象とした伐倒技術研修会の開

催
1回　11名参加

高度林業技術確立支援事業
負担金、補助金及び

交付金
8,487 8,487 0

林業事業体が導入する高性能林業機械への補

助（国補助金の上乗せ補助）

タワーヤーダ1台

グラップル1台

ベースマシン1台

高野千本桜夢公園整備事業 消耗品費、原材料費 866 866 0

森林環境教育等のフィールド（高野千本桜夢

公園）の整備に要する資材等（ヤマザクラ植

樹苗代）。

植樹会の開催　ヤマザクラ苗木30本を植樹

広葉樹活用人材育成事業 委託料 4,277 4,277 0

県内林業技術者養成機関との協定締結によ

り、飛騨市の広葉樹のまちづくりの推進に向

け、飛騨市をフィールドとして広葉樹活用に

関する幅広い知見を広げ持続可能な地域づく

りをけん引する人材を養成

広葉樹のまちづくり学校開催　6回　16名参加

広葉樹のまちづくりツアー実施事業 委託料 394 394 0

広葉樹のまちづくりに関する関係人口、応援

者、パートナーを増やすことを目的としたツ

アーの実施

広葉樹のまちづくりツアー開催　5回　34名参

加

令和３年度森林環境譲与税使途公表資料

【総括】

・飛騨市は民有林に占める針葉樹人工林割合

は約3割であり、他の地域と比べても非常に少

ない。そのような特徴を持つ飛騨市では現状

にあった民有林整備を行なうため、独自の手

法を確立する必要がある。また、現在取り組

んでいる広葉樹のまちづくりを総合的に勘案

し、広葉樹天然林も含め一体的に施業を実施

することが必要である。そのことから、森林

環境譲与税を活用し、森林経営意向調査、境

界明確化、主伐間伐、路網整備などの森林整

備事業と、人材育成・担い手確保、木材利

用・販売促進、普及啓発などの林業木材利用

等振興事業に取り組んでいる。

【詳細】

・森林経営管理法に基づく未整備森林解消に

向け、飛騨市森林集約化推進協議会へ意向調

査業務を委託することで、1地区64.72haの意

向調査を実施し、集積計画を策定、間伐工事

を発注した。

・効率的な森林整備をより一層推進するた

め、飛騨市森林組合が導入する高性能林業機

械（タワーヤーダ1台・グラップル1台・ベー

スマシン1台）に対する支援を行った。

・飛騨市が政策として掲げる「広葉樹のまち

づくり」の更なる推進のため、これまでの取

り組みに加えR3年度は広葉樹施業に関する専

門家と通年指導助言を受けるアドバイザリー

契約を結び、また、広葉樹の短期製品化を飛

騨市広葉樹活用推進コンソーシアムが実装で

きるよう支援を行った。

・森林総研主催により開催される「地域再生

シンポジウム（全国広葉樹活用シンポジウ

ム）」の飛騨市開催を誘致し全国より200名

以上の参加をいただき地方創生に活かした

様々な情報交換や飛騨市の取り組みを全国に

発信した。

・県内林業技術者養成機関との協定締結によ

り、飛騨市をフィールドとした広葉樹施業を

担う人材を養成する為、広葉樹のまちづくり

学校を6回開催し16名に参加いただいた。

・広葉樹のまちづくりに関する関係人口、応

援者、パートナーを増やすことを目的とした

ツアーを5回開催し34名に参加いただいた。

・残額は、意向調査の実施後に効率的に森林

整備が行えるよう基金への積み立てを行うほ

か、市内産材を利用した公共施設の木質化を

実施する為基金への積み立てを行った。

飛騨市農林部林業振興課

事　　業　　名
事業総額（千円）

事　業　内　容 実　　　績 税導入の効果（総括）

令和３年度　森林環境譲与税に関する決算状況一覧（総括表）

主な支出費目



うち当該年度の森林環境譲与

税（千円）

うち基金取崩額（千

円）
うち他の財源（千円）

事　　業　　名
事業総額（千円）

事　業　内　容 実　　　績 税導入の効果（総括）

令和３年度　森林環境譲与税に関する決算状況一覧（総括表）

主な支出費目

広葉樹のまちづくり普及・推進事業
謝礼、費用弁償、消

耗品費、委託料
261 261 0

広葉樹のまちづくりを通じた木材活用や林業

に関する普及・啓発のためのセミナー開催や

情報収集

広葉樹のまちづくりセミナー開催　2回　215

名参加（リモート開催含む）

地域再生シンポジウム開催事業
謝礼、消耗品費、委

託料、使用・賃借料
355 355 0

広葉樹活用に関する全国シンポジウム開催を

通じ、全国の有識者等との新たなつながりづ

くりに要する経費

「地域再生シンポジウム2021in飛騨」の開催

小径広葉樹サプライチェーン構築推

進事業

旅費、消耗品費、使

用・賃借料、補助金
1,521 1,521 0

地域産小径広葉樹材の新たなサプライチェー

ン構築に必要な飛騨市広葉樹活用推進コン

ソーシアムに対し、小径材の仕分け作業や集

積場所の確保に補助金を交付

2件

広葉樹のまちづくり飛騨市まるごと

ショールーム
備品購入費 1,495 1,495 0

市内産木材（広葉樹）を活用した家具・什器

の公共施設等への導入
市役所ロビーに記載台及びベンチを設置

飛騨市型広葉樹林業確立研究・実証

事業
委託料 2,993 2,993 0

中長期的視点で持続可能な広葉樹林業を目指

すため、天然林の資源量調査、その他結果の

分析、施業方法の検討などを実施する

広葉樹天然林詳細資源量調査委託1件（宮川町

菅沼地内）

広葉樹のまちづくり共創パートナー

事業
委託料 500 500 0

広葉樹のまちづくりを通じ、広葉樹活用に係

るビジネスパートナーとのネットワークを拡

大する

ツアー参加者を対象に2回開催、学校参加者を

対象に2回開催、延参加者25名

森林・木材活用新技術開発支援事業
負担金、補助金及び

交付金
3,379 3,379 0

小径広葉樹短期製品化サイクルに必要な試験

研究事業ので補助対象とならないハード事業

について支援。交付金が交付されるまでの借

り入れによって発生する利子に対する支援。

乾燥技術定着研究に必要なハード事業工事費1

件、利子補給1件

【総括】

・飛騨市は民有林に占める針葉樹人工林割合

は約3割であり、他の地域と比べても非常に少

ない。そのような特徴を持つ飛騨市では現状

にあった民有林整備を行なうため、独自の手

法を確立する必要がある。また、現在取り組

んでいる広葉樹のまちづくりを総合的に勘案

し、広葉樹天然林も含め一体的に施業を実施

することが必要である。そのことから、森林

環境譲与税を活用し、森林経営意向調査、境

界明確化、主伐間伐、路網整備などの森林整

備事業と、人材育成・担い手確保、木材利

用・販売促進、普及啓発などの林業木材利用

等振興事業に取り組んでいる。

【詳細】

・森林経営管理法に基づく未整備森林解消に

向け、飛騨市森林集約化推進協議会へ意向調

査業務を委託することで、1地区64.72haの意

向調査を実施し、集積計画を策定、間伐工事

を発注した。

・効率的な森林整備をより一層推進するた

め、飛騨市森林組合が導入する高性能林業機

械（タワーヤーダ1台・グラップル1台・ベー

スマシン1台）に対する支援を行った。

・飛騨市が政策として掲げる「広葉樹のまち

づくり」の更なる推進のため、これまでの取

り組みに加えR3年度は広葉樹施業に関する専

門家と通年指導助言を受けるアドバイザリー

契約を結び、また、広葉樹の短期製品化を飛

騨市広葉樹活用推進コンソーシアムが実装で

きるよう支援を行った。

・森林総研主催により開催される「地域再生

シンポジウム（全国広葉樹活用シンポジウ

ム）」の飛騨市開催を誘致し全国より200名

以上の参加をいただき地方創生に活かした

様々な情報交換や飛騨市の取り組みを全国に

発信した。

・県内林業技術者養成機関との協定締結によ

り、飛騨市をフィールドとした広葉樹施業を

担う人材を養成する為、広葉樹のまちづくり

学校を6回開催し16名に参加いただいた。

・広葉樹のまちづくりに関する関係人口、応

援者、パートナーを増やすことを目的とした

ツアーを5回開催し34名に参加いただいた。

・残額は、意向調査の実施後に効率的に森林

整備が行えるよう基金への積み立てを行うほ

か、市内産材を利用した公共施設の木質化を

実施する為基金への積み立てを行った。



うち当該年度の森林環境譲与

税（千円）

うち基金取崩額（千

円）
うち他の財源（千円）

事　　業　　名
事業総額（千円）

事　業　内　容 実　　　績 税導入の効果（総括）

令和３年度　森林環境譲与税に関する決算状況一覧（総括表）

主な支出費目

市有林整備事業 委託料 4,950 4,950 0
市有林整備に要する経費（広葉樹試験伐採に

充当）

広葉樹天然林試験伐採業務委託1件（宮川町菅

沼地内　更新伐A=3.7ha）

分収造林持分買取事業 権利購入費 32 32 0
契約満了を迎える官公造林地における持分買

取（水源涵養を目的とする）
官公造林飛騨ショウジ谷2.3.4林班

森林整備促進基金積立 積立金 14,716 14,716 0

・森林経営管理法に基づく森林整備及びその

促進に資する事業の財源を確保する為の積立

・市内産材を活用した公共施設の木質化に備

えた積立

49,422 49,422

49,422

0

　合計

　令和3年度譲与税額

　差引

【総括】

・飛騨市は民有林に占める針葉樹人工林割合

は約3割であり、他の地域と比べても非常に少

ない。そのような特徴を持つ飛騨市では現状

にあった民有林整備を行なうため、独自の手

法を確立する必要がある。また、現在取り組

んでいる広葉樹のまちづくりを総合的に勘案

し、広葉樹天然林も含め一体的に施業を実施

することが必要である。そのことから、森林

環境譲与税を活用し、森林経営意向調査、境

界明確化、主伐間伐、路網整備などの森林整

備事業と、人材育成・担い手確保、木材利

用・販売促進、普及啓発などの林業木材利用

等振興事業に取り組んでいる。

【詳細】

・森林経営管理法に基づく未整備森林解消に

向け、飛騨市森林集約化推進協議会へ意向調

査業務を委託することで、1地区64.72haの意

向調査を実施し、集積計画を策定、間伐工事

を発注した。

・効率的な森林整備をより一層推進するた

め、飛騨市森林組合が導入する高性能林業機

械（タワーヤーダ1台・グラップル1台・ベー

スマシン1台）に対する支援を行った。

・飛騨市が政策として掲げる「広葉樹のまち

づくり」の更なる推進のため、これまでの取

り組みに加えR3年度は広葉樹施業に関する専

門家と通年指導助言を受けるアドバイザリー

契約を結び、また、広葉樹の短期製品化を飛

騨市広葉樹活用推進コンソーシアムが実装で

きるよう支援を行った。

・森林総研主催により開催される「地域再生

シンポジウム（全国広葉樹活用シンポジウ

ム）」の飛騨市開催を誘致し全国より200名

以上の参加をいただき地方創生に活かした

様々な情報交換や飛騨市の取り組みを全国に

発信した。

・県内林業技術者養成機関との協定締結によ

り、飛騨市をフィールドとした広葉樹施業を

担う人材を養成する為、広葉樹のまちづくり

学校を6回開催し16名に参加いただいた。

・広葉樹のまちづくりに関する関係人口、応

援者、パートナーを増やすことを目的とした

ツアーを5回開催し34名に参加いただいた。

・残額は、意向調査の実施後に効率的に森林

整備が行えるよう基金への積み立てを行うほ

か、市内産材を利用した公共施設の木質化を

実施する為基金への積み立てを行った。


